
第第第第６６６６分科会分科会分科会分科会「「「「人人人人をををを育育育育てててて、、、、歴史歴史歴史歴史をををを大切大切大切大切にににに新新新新しいしいしいしい文化文化文化文化をををを創造創造創造創造するまちするまちするまちするまち」」」」 

    

■三世代交流を深め、互いに豊かな人間性に育ち合う（教育） 

プロジェクト名 高齢者の智恵（心）と経験を教育に活かす！！ 

実施主体 教育委員会が主になって学校、自治会へ働きかける 

目的・事業効果 生きる心（心・技）を育てる 

事業内容 高齢者の協力を得て職業体験（農商工）を実施する。 

学校の授業に組み込んで頂き、さまざまなジャンルの先生に講義をして頂く。 

 

 

 

■文化、芸術の発見と発信（芸術・文化） 

プロジェクト名 島田を世界に！！～総合芸術交流プロジェクト～ 

実施主体 市民、行政、メディア他さまざま 

みんなが主役！！ 

目的・事業効果 ①世代間交流の場ができる 

②島田の文化を未来へつなぐことができる 

③発信効果（市外へ、全国へ、世界へ！！） 

事業内容 島田の伝統、食文化他を掘りおこし、市民の交流する場所を作る。Web、ホ

ームページ他さまざまなメディアでいずれは世界へ発信していく。 

・島田を世界に!!課をつくる 

・市民会館に代わる、国際交流でき大人が利用している間、子供が遊んだり

できる複合的な施設をつくる 
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■いつもいきいきと暮らせる島田をつくる（生涯学習） 

プロジェクト名 いつでもどこでもだれでも学べる島田 

実施主体 ・島田市民（後援：島田市） 

・イベント会社とのコラボ 

・趣味の会のネットワークを立ち上げる 

目的・事業効果 三世代交流、空き屋・店舗活用・外部からの集客（老若男女の参加） 

だれでも参加できる市民文化祭・発表会 

事業内容 学びの場の多様化 

 →文化イベント、地域、学校、サークル活動 

大勢の市民の皆さんが参加できる文化活動の雰囲気づくり 
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第第第第７７７７分科会分科会分科会分科会「「「「市民市民市民市民とととと行政行政行政行政がともにがともにがともにがともに創創創創るるるる、、、、活力活力活力活力にににに満満満満ちたまちちたまちちたまちちたまち」」」」    

 

■行財政改革 

プロジェクト名 「プロジェクト」を作るプロジェクト 

実施主体 企画部（事務局がサポートする） 

目的・事業効果 ・職員の意識改革 

・若手職員の人材発掘と育成 

・組織と意識に風穴を！ 

事業内容 全職員から有志を募り島田市を活性化するためのプロジェクトの立案と推進 

１．メンバー：公募（応募者から３～５名市長指名） 

２．テーマ：プロジェクトメンバーが目的にそって考える 

３．運営：市長の特命で現在の職務を兼任する 

４．経費、情報収集：市長直轄 

５．公開プレゼンで実施の可否を市長が決裁し、次年度予算で実施する 

 

 

 

■公共施設 

プロジェクト名 夢と感動を与える「こども○○館」の設置 

実施主体 行政、学校、一般市民 

目的・事業効果 目的： 

障害の有無にかかわらず、すべてのこともが利用できる交流の場 

効果： 

①新しいものへの挑戦と、子供どうしの輪が相手をおもいやる気持ちが芽生え

る。 
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②子供から大人まですべての人にやさしい拠点場所として、交流を増進する事

ができる。 

③オンリーワンを持った施設を作ることにより、外部の人を呼び寄せることに

なる。 

事業内容 こども達の未来に向けた「こども○○館」の設置 

・すべてのこども達を対象にアンケートを取り、希望に沿った内容とする。 

・見る、聞く、作る体験をとおし新しいものに挑戦する機会の場所。 

・大人も、こども（ハンディを持った子等）が利用できる施設とする（ユニバ

ーサルデザイン） 

 

 

■市民参加・協働 

プロジェクト名 青年議会 

～活力ある島田市の実現のために～ 

実施主体 市民、行政、実行委員会（若者主体＆上の世代のサポート） 

目的・事業効果 若者達に市民参加を体験させる 

島田市の政策や課題に関心を持ってもらうキッカケをつくる 

→郷土愛の醸成、積極的に市民参加する人づくり 

→市民の声を吸いあげる仕組みづくり 

事業内容 若者による青年議会の実施 

・各地域から推薦された若者達が議員として主張、質問し、行政が答弁 

・上の世代は傍聴人となって議員を応援 

・良い主張・質問があれば、それらを採用し、実現する 

  将来的には壮年、高齢の議会も･･･ 
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